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3回 生E組習作中の手描き友禅

‖  時  6サ 15日 (l)午後 l‖十～ 4‖ |

場  ,I「 l校 会議室

`や

   了そ  チ1氏 本
'|

同時間イ|' Fむ さしI晰廊J

会場を口1厠i Flに 設え、先Jiや同窓引1の

名1晰 に,‖ まれながら、 交を温め語り

合う楽しい会です ご期待 ドさい。

lll出 展l貞 く方は、原 llll介先′L(「〈 1)

千代本克tiさ ん (10口 141)、 りこ玉 ll r

さん (1211生 )、 本村秀夫さん (25卜 1

41)他です.

そ の 他 当日、受け付けにて年会費の納人手続

きも行なっています.

又クラス会、同期]会の為の教室をご用

意出来ます.御計Llhlの 幹・lrさ んは早め

に1'務 llま で葉書でご連絡 ドさい.

※出展 者プロフ ィール

0原 Il博 介先生

東京美術大卒、武蔵、 立川 I与校を経てりl'ハ

大lit印1 束光会委ウ1、 絶展同人として現在

もご,11躍

0「代木克f,iさ ん

武蔵野美大卒、黎の公同人、新1刊作 I JIな

形象展||1品

0児 Ftt rさ ん

,、国立グルノーブル美術i liよ学校卒、三FI

会友、銀‖
`越

後片1に てll展 10回

◎本村秀夫さん

独学、4t,I属、武蔵野風景 杵「我武蔵rr

を独り歩くJ ni卜 1の 会報で紹介

6月 2H～ 7日 まで、東京大スと百貨店にて

油絵展「武蔵lFを描くJ「Π‖:予定

(新会員歓迎会を兼ねる)

円
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教育活動において展開されていると自負しており

ます。武蔵で育った個性、自主1■ 、豊かな知性、

強健な身体、幅広い人間性は長い人生の中できっ

と光り輝き、将来大きく伸びる人材を育成できる

と確信しております。
校長 嵐田 薫

先日大菩薩ヒュッテ運営委員会が開かれ、同窓

会長やIII岳 部OB会長のお話を伺う機会がありま

した。ピュ ソテの管理、運営に多人のご努力をll、

われている同窓会、山岳部OBの ご苦労を知り、

LtKめ て感謝Hlし Lげる次第です。

本年度から4'立高校は従来のグループ選抜から

11独選抜‖l度 に変り、また新教育課程の実施など

大きな変IIの 旬1を迎えました。今回の人ult改 革は

各高校が各々の特色を打ち出し、「入れる学校よ

り入りたい学校Jを歌い文句にした改革の筈でし

た。しかし蓋を開けてみると予想に反し、各学区

の トップレベル校を中心に定員割れし、二次募集

する進学校が続出しました。本校も二次募集をし

ましたが、結果的には意欲のある生徒が多く集ま

ったのではと思われ、今後の成長を期待したいと

思っています。

「武蔵高校は自由で伸び伸びとしている」「勉

強も良く出来るがクラブ活動が席んで運動部も強

いJ等、地元の方々から好意的で高い評価を頂い

ているようです。

本校の校 l■lは 、私の目に映る印象では、先ず

「教員も生徒も授業には熱心に取り組み、授業を

極めて大切にするJと言う事です。 しかしクラブ

ツ1101Jや学校行事も大変盛んで、生徒の自主的な企

I由i 運営のノJ量には素晴らしいものがあります。

そして個'Mlと 自主性を尊重し、規律もしっかり

と守られ、その結果として進学の実績も素1青 らし

いものを残していると思います。

もうひとつ‖に映るのは、生ft達が大変行」lJ的

で、11に海外へ強い関心を抱き、積極的に外国ヘ

出かける者が日,つ ことです。毎年在校′卜の中か

ら海外へ留学したり、東京都や武蔵野市等の主催

する短期の海外研修に応募する者がかなりの数に

のばっています。昨年の夏体み、多摩32市町村[し

llのハバロフスク自然探検隊に参加した 年11女

F′Litの頼もしい姿に接し、武蔵の校風の素晴ら

しさを2rl感 しました。

本校では、知 徳 体のパランスのとれた人‖l

の育成を目指し、理想的な人間教育の場が日々の

2年後に同窓会設立50周年を迎えます。 |サ

校の年表によると『武蔵高校』の前身、東京

府立第13高等女学校が設立されたのが昭和■5

年 1月 12日 。その 6年後の昭和21年 1月 27H
に高女1 2回′[に よって同窓会第一回総会

が「H催 されたとあります。470名 の会員でス

タートした同窓会も現在では約 1万 8千名を

14~す る大きな組織となり、設立当初の先輩方

にとってはiFに 隔世の感があるのではないで

しょうか。

『同窓]と 言う言葉に特殊な響きを私は感

ずるのですが如何    でしょうか。その

辺のところを作家

作品で、「イヽ 中

あり、実社会から

離されている意識

ると、完全な大人

隣接している.学
は世界から集まっ

高校は精神は大人

のに、地l・k社会か

いるので小 中学

強い。牛徒の中に

である。これだけ

活時Hlの冥需野2博

森村誠 氏はある

学校はまだ子供で

保護 者によって隔

が強い.大学にな

であり、実社会に

生も全ll各地、或

てくる.と ころが

に脱 ,支 しつつある

ら11行ヒが集まって

校の延長の意識が

若  ヨソ者は少ないの

井  多数の、同コミュ

同
窓
会

５０
周
年
を
前
に
し
て

同
窓
会
長

若者が 3年間も生

共有する時期は高

校以外にはないだろう。それが自分の人11に

とってどんな意味を持つか実感するのは社会
へ巣 立ち、離郷 して何1'も 経ってからであ

る。』と表現しています。『同窓』の持つ Ft感

を4r実 に解明されてあるので少々長いが引用

させていただきました。

とあれ50年の11輪 は『同窓』の味わいを実

感できる時期に差しll卜 かったのではないでし

ょうか。同窓会も2イF後の50り .Ll年記念事業を

実のあるものとするために、運営委員会を中

心にプロジェクト チームを発足させまし

た。『50月 年」を全会員の喜びとすると共に、
『同窓』の||つ意味合いを改めて噛みしめて

みる機会としたいものです。



●第二の故郷便り肋ヽり川の里から

「かりんJの里から皆さんにご挨拶できること

を心から誇りに思います。ここ信州の味噌生産高

は全国30%強のシェアーを誇っており、私の動務

する山高味噌(株Hま 「かりんJの里の舞台になって

いる地方でも大手に位置し、私は小森屋の旦那よ

ろしく「みそJに こだわり続けています。

この機会に、改めて学生時代から現在までをふ

り返ってみたいと思います。武蔵に入学したのは

昭和34年で、入学と同時に山岳部に席を置きまし

た。現武蔵野市長であります土屋リーダーのもと、

南アルプス10日 間

の縦走をは じめ、

北岳や多くの山々

の春夏秋冬の姿に

感動を覚えたこと

が、今でも脳裏に

鮮明に浮かんでき

ます。この 3年 間

の山岳部の生活は

私にとって正に青

春そのものであり、

第二の故郷へのス

ター トになるとは

夢にも思っていま

せんでした。

高校、大学時代

に何度か八ヶ岳に登山しているうちに、山は近い

し空気は澄んでいるし、美人で気立ての優しい女

性がいそうだったので、ここ茅野市に住んで見た

い気持ちにかられました。昭和41年東京農業大学

を優秀Pな 成績で卒業すると同時に、大学で学ん

だ醸造学を生かすために山高味噌(掬に何の躊躇も

なく入社しました。この年、研修のため信り1味 1曽

研究所でみそ醸造の基礎と酒の飲み方を一年間み

っちりと勉強しました。茅野市を合むここ諏訪地

区は、当時20数社のみそ「 場があり信州の総生産

の30%を生産し、品質、量ともみそのメッカと言

われてきました。その理由は、みそ品質向上のた

め月に一回、経営者と技術者が 堂に会し勉強会

を催したためです。そんな時、私は微生物に興味

を持ち、他社に先駆け酵母利用を成功させ、その

名も「ふるさとJと して今でもメイン商品として

ヒットしています。現在は工場長として、みそ以

外の食品も研究、開発中です。これをご縁に、武

蔵出身の蔵人の造ったみそを是非ご利用願いたい

と思います。

早いもので、茅野市に根をおろして28年になり

ます。その間、皆さんもご存じの日本三大奇祭の

ひとつ、 七年に一度の御柱祭に三回参加しました。

春とはいえ2メ ー トルを越すような雪の中、人ヶ

は信じがたいと思いますが、

つきになります。

岳御小屋山から直

径 1メ ー トル、長

さ20メ ー トル余の

モ ミの大木を切 り

l■

‐
lす ことから祭り

は始まり、 4月 に

は、山から里まで

引 き出す山出 し、

そこから諏訪大社

まで引っ張 る里引

き、更に、神社の

四隅にその柱を立

てる建御柱で全て

を終了するのです。

初めて見 る人は、

人間のなせる技 と

一度参加すると病み

家からは、人ヶ岳、蓼科岳、入笠山、霧ヶ峰ヘ

は日帰りができ、冬はスキー (私はもっぱらウイ

スキー)春はせり、ふきのとう、わらび、たらの

芽採り、夏は高山植物の観賞、秋は山ぶどう、茸

採り、紅葉観賞など楽しめます。その上、私にと

っては身に余る、美人でやさしい女房に巡り合い

ました (デ レー)。 山と味噌と女房があれば金は

少しあれば他に何もいらない第二の故郷です。

大菩薩ヒュッテの茸パーティーで再会できるこ

とを楽しみにし、また、武蔵が未来永劫に続くこ

とを析念して筆を置きます。



水牙部完全f勝をノゞックアップ

現役時代には長く感じられた水泳部の 1 1llll

も、OBと いう,1点 から眺めますと、‖|々 会う後
ずi達のllK長 に‖を見張るばかりで、あっという間
に過ぎて行きます.

4サ lHりには、 新OB OGの ,1)也 せのOB会が

開かれます.ゴールデン ウィークには人|キ ■ヒ

ュッテで親‖本会を rlき 、その年のコーチを決めま
す.コ ーチは現役41の‖〔iイ メニ[.― などを1,丈 し
ます. 8月 には武蔵のプールでOB会 が rlか れ、
現役11と 緒に楽しい 1‖ を過ごします

夏のi蔵 人のイベント西東京大会には多摩l也 区の

IJtt 17高 校約25校が参加しますが、各校のOBが
大会を運営するため、1亡 しくなるときです 11:11ま 後
■達がこの大会でり)rの 部、女 rの部、総合と、完
全性勝を果してくオl、 OBと しても嬉しい限りです.

秋には、現役11と OBで 大苫薩ヒュ ソテに出か
けます.夏に武蔵に行く機会の少なかったOBは
この行Jiでりl役 41の 名 llを覚え、縦の関係をより
強くします.りι役′Lの 新年会やスキーに参加する
OBも 多いようです .

OBの行 1,を lj介すると,1時 に現役生の 1年出|

を糸′{介するようなリンになってしまいましたが、そ
れだけう1役 41と OBのつながりが深いというす

'だと思います.

水泳部現役とOBの 交流会

昭和23年卒 東組

春の ‐
日、志津 先生 を円んで歓談

「時‖1を 気にしないで、ゆっくり言1し あいたい
わねJ というわけで、 |ド t([J立 )樗 Httkと いう
ことになりました
桜は li分 1咲 き、人気良し,こ の 11も なく忠まれ

たPu11 1‖ 、志‖1′ よ女」4先 41を お迎えし、′
LFt13

名がllま りました
=

ご両わせやご 卜人の介護に心を,午 いている人、ll

ド聞病中の人、いつもソこ気いっばいの十せな人、
それぞれの立場からの111し にメlr;し たり!感動した
り,‖ |々 沸き liが る歓′+が、人4'Iの 部Liか ら,益れだ
しました 同級11の ように右:々 しい先11の ,llか い

微笑み、ほのぼのとした気持ちにさせてくださる

穏やかなお
`11し

ぶりも快かしく嬉 しいものでした.

六 卜を,llkし た私達は、今後の高齢化社会が抱え
る「 1題 に111は

'Sき
ず、ク亥」六時頃、次卜Jを 楽 しみ

に散会しました.

‖召利23年 3月 卒 311東判l

「i柿 1中雄先
′L ,よ ,11,よ 女子先11ク ラス

「あしぶえの公J Yl番 須藤

昭和38年 (15回 )卒 F組

-3011ぶ りのクラス会―

鈴木先生を国んで15Fの クラス会

‖1:年 10月 16日 (L)、 古祥■第 ホテルにて卒業
以来初めて、3011ぶ りのクラス会がもたれました.

31名 という予想外の出席者があり、私達と11の

差がぐっとlliま った感 じの、お件い鈴木先11を田
んで、食事の手も止まりがちなほど、話 しがはず
む楽 しい会となりました。

30年 という11月 、それぞれの人Jlに いろいろな

事があったはずなのに、みんな穏やかでやさしく、
あらためてこんなに良い人達ばかりのクラスだっ
たんだなと懐かしい思いが1旬 材 こひろがったひ

とときでした。

昭和38年 (15回 )卒 G組

卒業後30年目の大苫薩行き、
そして25年ぶりのクラス会!!

私たち昭和3811卒 業G判1は 、10人のサ)女 有志が

集まって、‖年11911木、人|キ 薩行きを決行した.

しかし、何 111´ ゞヾりかで行く人苫薩に、 同驚き
で声もなし.`‖ちゃんイ[ま でJIで 行けるし、武蔵
の山小岸は、 トイレは本洗 ガスはある、お,場は

出る、お風|'lも ある1こ んなに便利でいいのだろ
うかと 1木の後ろめたさを!感 じながらも、文り1の
利器を大いに利用させていただいた

この人|キ薩行きがり|き 金となって、今年の 1月

22H、 全 ]窄ホテルで、
「

1任 の赤津貞先41をり‖ん
で25年ぶりのクラス会が開かれた.II席 者は総勢
20名  汲んないいオジサン、オバサンになってい

るけれど、高校口1代 そのままの,け 、雰囲気、Hrし



方で 、‖をつ し`ると181の ころに タイム スリ ソ

フしたよう 赤,「 先生はすっかり太られて、

番変わられた方だと思うが、でもあのやや束JL

「化りυ)あ る111し 方|ま まぎオlも なく 1ヽ1ド月わ ltiilに

な ,た なつかしい先41だ った
.

11校の311‖ |の思い出を共ffし ているというの

|・ ■
|二 11・

 ・ ●    ■=  ・  ■|

111髄 1'1供 とがバンクでムつか |)ま した  そう

に治 矢に 1わ れたのは tl昨 11‖ [円「 血1',た ,ら ‖「 さ

オt人 1完 し
´
(乃 .ら 1か 11  11イ |ら ,Ilυ ,こ と

‐
こし′:

発1ヽ 前は グンス =■ イクリンクにと|せ ‖0そ υ,

もυ, I亡 しい人十 1,た ,た だけに 「I山 tlヽ は本当

|:せヽこした

|1111',と tヽ う1ち 7● 有名で す しかしこll,■i気

:よ )′を,11:故 の 11出 クピ亡イカkの 1'及 にあたる

キリ11「 ′、か,11命 をんとしていること 原|‖ イ`口H

〔●るこ七 そして ,11イ (11‖ tt mな ととヒもに

,て ま11イ1l μ llと t‐う方″●(:台 る1ヽ 気11な ,て き

て|る ことi= あまり知|ら れていません

r、 もll H:な しⅢlま ,」 ひとつ知 1)ま せん こしたか

■の1埼 (ヽの こと 移‖1や バンクのことを勉 ilす る

うちに  多くの人11バ ンクや「′IIに ついて‖:し く

¬1,(も らう必要をil(感 じるようにな )よ した

そこで11■ で々人に ,ι ttlし た I)ビ ラを14¬ た
`)と

いうことを 台々めたしころ え応か良 く ′て
'、

 家サス

の協′りを件て運動 |ま けtか 〕 M‖、)NEl■ 21■ 1柿1バ ン

轟腱′`フラを知Jユ 1ます示り i~ ~~‐

は、ある意味でとても十福な人間州係だと思う

そんな安らぎのある関係をまた次 11に 言[し て

1次 会までいって会はお lfき になった

高校 6回生

第 81111 同IUI会のお知|ら せ

今卜Jも 大勢の皆様のご参加を得て、 1交 を‖l

め合い これか ら迎 えるII出 わ化‖1代 を共に ,亡 気

に11き ていきましょう

∴羊利‖ま各級晰:11にお尋ね ドさい 中午Jillxは 、E制
「

こ;

|II十  平成6年■)||‖ 1(1)午後 !‖十～21(‖ )1油

場口「 't lllil]勺  後楽‖|ホ テル

1    ‐    |′||よ 女Jた Iヨ lliイti■ FI■
‐11 ,II: て,(1■■;I`

クをそえる人学  i民 ネッ|リ ークというイl繊がで

きましれ

ll、 |ま 111年 υ)1lll11111lF多 11を 1111'イ冬え '1在 i年
1〔

■1'i‖
「

ご,基 li→
~る

||を

`テ

 ,て ヽヽよ ;

|卜 粘tlll(共 とを

`iつ

[κ さん力` ′、でも多くll、のよ

う(1■ 、シスを得て健明
`を

llk,(せ るよう これか

らも
―

`',た

理 rjを つう |て い (つ も1)で す

一MahoNE「-21へのお誘い一
白血1ヽ か,近なⅢ「 1ヽ であるこ七 十ナ怖tiι ‖Hが そυ)

角′りな治141法 のひとつであること その

'イ

ロ41を たll

するために|工  lI怖tハ ンクヘの理解の,りく七 尤↑

11蘭 111111・Lか 急務であること この l riを '′ しヽに

計「えてllく ことが fl、達の運動υ)趣旨です

部●武代の速伴教,Ⅲ 先
′卜を:ま しめ諸先■11も 多失

なご協力をいただきました

M“x)NEr-21の 11動 にひ ヒ )こ も多くの方々が

参ll lし て 卜さtヽ ま 1よ う ち,1い :し li rよ う

1事務局 ,

連経牛 :〒 340埼 玉県草加市学園町11独協大学内

MahoNET-21本 部事務局

TEL//FAX:0489‐436735

〒202保 谷市北町51015 '青水 真帆

TEL//FAX:0424-22‐ 0423

振替□座 :001900764480 名義 :マ ホネット21

骨師ハンクヘのお問い合わせは

骨鵠移埴推進言をロ フリータイヤル

0120877465へ

赤津先生もお元気1 150ク ラス会

清水真帆さんがモデルになった骨髄バンクのホスター

T
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山岳部同窓会事務局

同窓会「武蔵Jを通じて大■薩ヒ.ッ テからの

お使りを皆様にお届け出来るようになり3イトが過

ぎました.こ の1古 1、 改修 修理も順調に進み
'↑

`F
には東京fE力 の協力により太陽電気発電 (ツ ーラ

ー方式)が設置されヒュ ッテに照明がllり ました

床はカーペットを張り居住1■ を flと 1央適にし

又、 トイレは簡易本洗式に |:事 を実施いたし 干1

と衛41的 となりました

lltの ある‖、紅に 4tめ Lが った1卜 から嶺へと足

を仲ばし薄HIFく なった頃11っ て来るとヒュッテの

lll突 からは力

"が

出ていて人 1に は燈火が つ あた

たかく点ってました.なぜか 1瞬 「十せJを感じ

るH十です ヒュッテの中では11ら かいIF{り1の ドで

今夜の宿泊者が食事の l■ 備を楽しそうに lLめてお

ります  1人の場女がストープを ′じヽに思い思い

の場llに腰を落ち汁けて武蔵時代を・l談 していま

す. ストープの前に川
`り

、夏の出|に ,、達が準備 し

た手「 を'F物をllKう 様にしてストープにくべるとlT

は強く弾けてストープの中で出1り  部膵の照明を

サ,イ に小‖らかく してくオします

「火って、いいなあJ l人 の中の 人が言いま

した

「いいですね |と 私も言いました. ■人の Fに

は香り高いコービーのカップがありました,

lFし ぃヵ―ベ ットの iでⅢlた 寝していた 人が

lLき 卜り 僕にもコーヒーJ 至福の11

人
`薩

嶺 大菩薩 ヒュッテ周辺

”
松
尾
餃

コ
ー

ス

′

”

一
　
´
・

今年もどうぞ、大菩薩ヒュッテヘ!!

クラス会で、 クラブOB会で 力1人‖間で

(中 し込み方法)… l li部OB会 11務局ヘ

1993年の1年

宿泊 人人 171名  j/t役 36名  r供 12名

合言「 219名

日帰 43名  6月 261よ りH月 13‖ までの2211の

内17F124′ 一`ティーの方々に利川いただきま

した. 5月 より6月 2611ま ではソーラー、 ト

イレ11事のためご利用を中ll:し 、この 問お中

し込なの方にはごめいわくをおかけいたしま

した。山岳部OB会では77r154名 の 者が小屋番、

ソーラー、 トイレ、床補強、fi lll達 、 トイレ

貯槽清掃等の 1事 、作業のため楽 しみながら

人1キ薩に登りました.

乗川車でヒュッテ
「

前1()分のllま で行けま丸

口



ヒュッテの住人   やまね

峡か武代のビュ ソテに千卜なついてもう何11‖lが

過ぎました でも近頃は以前と比べると人勢の人

が、ヒュ ッテにやって来て、僕を慌てさせます

だけオこども十▼さんやさしく1文の家ケ矢を見■って

tヽ てくオlま うの こ、 僕,■ はここから出|けしません

どうぞ十マ様よろしくお願いします

1業 は111で 「冬‖(i(Jと illき ます ネスミやリ

スと卜1じ 町hfし 類げっ‖|‖ に属するヤマネ
「

のfJ

物 体は人σ)1の ひらにσ)る くらい′卜さく  慨し

い愛らしいひとみ 大きなしっは やわらかな′,、

さら、さした毛で、頭から1ビ にかけて黒いこの筋か

人っています 体重は30g位でつよくなるにつれ

40gf立 まで増え冬眠に人ります

まりのように体をスしめて眠る姿から「マリネズ

ミJと も呼ばれてます  1の 人然liピ 念物に指定さ

れていて日本の1文 等の仲間は本11と μЧI‖  りL州 だ

けに11迎 しています

11の
'メ

真はヒュ ッテに来た人‖1の lt rの 会li「 を

は‖いていた‖十のスナッフです (文のお∫サさんも人

‖1に 負けない愛情をもち、1文 たち r供等か11き て

いくにの必要なことを教えてくれます

デハ又 ヒュッテで ィを行1■ ですのでィ々に

手造 り絵葉書

このビ1の 3枚を

含め、 81文の写真

で‖1成 する絵葉:11

が山11部卜1窓 会メ

ンバーの  ,デ tlだ〔

家 (2)に より完成いたしました この絵 1[`||の

収益は、ヒュッテの

“

け| ■:JIの カンハとしてJi

かされます 1ヽ,(X)()中 し込みはハガキで

大菩薩へ行 こう !

｀
141文 5118月 21111り |「 ‖| 1要 かしい12('の Ini々

が中りtttIIIビ リくドリホームにllま って参りまし

た ア月の本じ‖111+υ)ク ラス会の形で
｀
人|1雄山|

へ行こう
¨

との呼び捌けに集まって来たメン′ヽ―

です 川1体 先′
1を 含め17名 の参加となりました

I Il dよ り
'1語

|ま での1:中 では、すっかり187の ヒⅢ

の少11少 女 (P)に ,ズ リまるで速
'せ

気う)です '11

からは i台のタクシーに分乗して11ち ゃんJ[ま

でゆきます 途中の油l llさ んで、これが何よりの

楽しなというメンバーの希イ4で  ビールのf:人れ

です 打Iち ゃんJ「から武蔵山‖までは,t歩で10分

「 1で 杵きました その |十 裂イiか ら3、  1‖ |ハ 1か け

てやっとたとり杵いた山荘に、こんなにmi'14に 着

けるなんて|き無 [です 30余 liniに クラス会で(|

って以来のヒュ ッテのll rは 、その過ぎた1lllを

オ,づ
~オ

lさ せる1午υ)ま まσ)警 ス11~

窓 |よ サ ッシに 水は1せ IIか ら、 トイレは本わしに

1 岳‖
'OBυ

)十+1■ υ)お

`:こ

地分と(1利 になっててヽ

llの 爽やかさは |「のままのような気がします

武,伐 レ|[に 来ることが 1的で、  に(1る「11:が

ないという 1人を残して 川体先Ji含め15人のメ

ンバーは仙卜へ向けて出発です 歩き始めの2()分 ri

は結11な (ヽ り道で、全身が汗ばんできました 途

中森l lN帯のとぎれた場,り「があって、速くにうっす

らと,1卜 山をLJむ ことができました ヒュ ソテか

ら50うテイ立
~C仁
「 111897111σ)山 十(二 十1き まⅢ「   り(商有にひ

ろがる眺めはなんとも紫晴らしく 都会のり「気ガ

スで|′;れ たⅢiの 中を、このiイi肥 な空気で1)iた した

く何度も深呼吸をしました

41食 iス ピュッテまでル(り  山の水で迪度に1令 え

たビールを崚きなから、この次は足リトこの武蔵山

'「

に 油まりかけで ,(た いものと l「方を約して山

lIを 後にしました

J~力 i・lξll'テ をi賣 ら巻く枯|力 房尾研「 T7ヂだ

一
０
じ



●隈木めい F杵●

「いとしの友イタリア」
3回E組 
( ペンネーム隈木)

武蔵の劣等生が突然目覚めた

学ぶことの面白さ、楽しさに狂

いローマで過ごした日々.学校、

絵の工房、女子修道院での勉強、乞食■前にあり

ついた住込女中、貧しき者の幸せを味わった記録.

思いがけなく朝日新聞新自l14/録 のベージにとりあ

げられ、人間やってみなきゃ分かんない、劣等生

の度胸の数々。

表紙絵、カットはローマの画家ハオロ・カルヴ

ィーノの寄贈によるもの 151Xl円 .

申込先 〒a12京都市 L京区 ド立売西洞院西ウイメ

ンズブ ックストア松香堂吉:店。

TEL FAX 075441‐ 6Xわ

オ ピニオンBOX
武蔵高校同窓会事務局御中

新言Iの 会報、内容 装丁ともにたいへん立派で

す。ただ、総会日程の文字が諸先輩方には小さす

ぎると思うのですが。 (失 ネロ)

大蓄薩ヒュッテヘの道順を裂石からの順路実走

図でiL事にしたらいかがでしょうか。

R411か らの トラック道がファミリー自動車で

走行可能かどうか、歩いてびるのに迷う事はない

かなど。裂石の道路はよく通ります。現在のファ

ミリー自動中は中高がlltい し、私の申は 4 WDで

はないので。

(同窓会から)

大熊さん、貴TIな ご意/3Lあ りがとうございまし

た。人菩薩ヒュッテヘの道順、早速今号の “ヒュ

ッテだより'(P12)に掲載しました。

他の方も、同窓会の活rJ」 、会報、その他何でも

お気づきのことがありましたら、ご意見としてド

ンドンお寄せください。

しヽ
`し

あ ●イ′ソフ

線 ヽあヽヽ キ

平成 5年度大学合格者数集計表(1994413現在)都立武蔵高



『夫唱婦随、婦唱夫随』
菅原勝郎先生、孝子夫人の場合

同窓生にも高山,化 の波が押 し1,せ 、,tllに突人   し、その白‖匠について1ち 業 やがては|を 先に窯も

又は ‖近な人が増えつつあります 第  第 1の    設え
.lう

)な りの「 り(を 凝らした(ll「|を 11に 数卜1llt

人′
1に 向けてり(々 llli「 1‖怠 り無いことと思います   き 1511の キャリアになる先付i liや り!様の

「
描

が、良い出utを 1+つ ことは 新しい々にも恵まれ、   き女11は 図案をとえる11に始まり 糊を 1金の11

‖子|‖ゼ3年から2711迄の 311‖1 武1立 でウtギ iを 11   0 ‖J[で染色し、これを定着させた後水洗する

・1さ れたイヤ原勝郎先11と 、3同生のJL島 孝/さ ん   と制か流れて1受様を浮かび|||す という
「

の込んだ

Ji来の1li舌 に引〔りを持たせてもくれまし員う いた紙仙に入れ指先で絞り出しなから模様をなぞ

lllた化Iが こυ)〃(御 (1■ で

'ltく

2人ル(を キ|か オlま もυ)で  女||`JJ十 の色の|まかしが!地やかな動(り h打

す 御|卜 人は1え き1勿  り1様 は Fl苗 きな0「 と 共に    や‖Ft二 なるま
~(ガ

kF IIは Jlか るといいまう
~

ことから,七 年後の生き 1斐のための,Ш 味にと発′しヽ   わ過 しと兄′■けられました

|メ :抗 11年への造 i旨 をl l11■ 拝 される ||

たまたまlll近 ,liに lltき 1ク をなさる方がキ|ら オした

――一――菅原御夫妻による2人展のお知らせ

―J4成 1,年 10113日 (||)～ 9‖ (|い  11:(X)～ 19100

ギ、 ラ |リ ー銀111 SAN BAN卜 しへN
中りtκ

"(‖

13 Hl 参番館 BI TI〕 I´ (B35460220

ムl為 :|り (:」 (‖

`線

('(‖ 1)イ〕楽‖llJ t(](‖

` 「
‖)

"(了

卜のお tでは、 お /さ まの

`」

ぃ|さ イした後、 お
人て

'(々

の,l llltを ilか さオ1 1「 るき無い人生を

H比谷線 浅中:ll(1:∬(座 )

山岳部OB会のお知 らせ

6月 511(H)||1交 卜1窓

`ミ

糸窓fヽキ冬「 11  午後4‖十よ
`,り

J

Iド にて山F:部 OB会 を用‖1し ます 皆llお 誘いイヽせ

の「  総会|1席 と,Fせておll`)ド さい

町61




